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第１１１２回教育委員会会議録 

 

１ 日 時 令和２年４月２３日（木） 午後３時００分～午後５時００分 

 

２ 場 所 教育委員会室 

 

３ 出席者 豊北教育長 西野委員 原委員 山本委員 森下委員 

      清川学校教育監 南谷副部長 油谷副部長（高校教育）  

星教育政策課長 小林教職員課長 川崎義務教育課長  

河瀬保健体育課長 

 

４ 議 題 

日程第１ 第１号議案 令和３年度福井県公立学校教員採用選考試験について      

       

日程第２ 第２号議案 福井県心身障がい児就学指導委員会委員の委嘱について 

       

日程第３ 第３号議案 いじめ調査専門委員会委員の委嘱について 

 

日程第４ 第４号議案 いじめ問題対策連絡協議会設置要綱の改定について 

 

日程第５ 第５号議案 いじめ問題対策連絡協議会委員の委嘱について 

 

日程第６ 第６号議案 福井県教科用図書選定審議会委員の任命について 

 

５ 審議事項 

（１）開会宣告 午後３時００分 

 

（２）会議録署名人の指名 原委員 森下委員 

 

（３）議事要録 

 

教育長    本日の日程第２ 第２号議案から日程第６ 第６号議案、協議報告事項の３か

ら６については、事務執行上、公開が適当でないことから、非公開とする旨発議。 

 

――――当該議案を非公開と決する―――― 

 

 

教育長    日程第１、第１号議案を議題 

 

教職員課長  資料１に基づき説明 

 

原委員    小学校の採用について、これから教科担任制を進めていくと思うが、採用時

に理科枠などの教科ごとに採用枠はあるのか。 

 

教職員課長  小学校は小学校というくくりでの免許区分で採用になっている。ただし、小
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学校英語の教科化に伴い、中学・高校の英語の受験者で小学校でも英語の授

業ができるような方を配置していこうと考えている。 

また、理科について、１２学級以上の学校には必ず理科の先生が１人入っ

て１００％の配置になっているので、それも進めていこうと考えている。 

 

原委員    採用後のキャリアプランの中で、専門化されていく制度になっているのか。 

 

教職員課長  そうである。 

 

原委員    コロナの影響で、説明会や志望者への周知が例年と違っていると思うのだが、

志望者を直接集めて説明できないかわりに何か違う方法で実施するのか。 

 

教職員課長  例年、東京、大阪、名古屋等の各大学で説明会を行っていたが、今年は、今

まで説明に使っていたパワーポイントの資料を動画で流したり、現場で頑張

っている先生の活躍ぶりを動画で紹介したりしたい。 

また、ホームページにはＱＡみたいな形で、採用試験の受験を考えている

方に分かるようなものを５月上旬ごろまでには準備する予定である。 

なお、当初、東京や大阪にも１次試験の受験会場を設けようと考えていた

が、今年度は県外での採用試験を見送りたいと考えている。 

 

森下委員   コロナの影響で、企業を希望していた学生が教職員を志望するのではないか。

それらを踏まえて、定員数の変更はしないのか。 

 

教職員課長  多くの方を採用したいとは思うが、今後の定年延長などを見た上で教員採用

数の平準化をしている。来年度の教員数と今年度の教員数から割り出した数

が今年の定員数になるので、これを大幅に超えて採用というのは難しい。 

 

西野委員   盲学校の教員を１名採用となっているが、何か特殊な資格が必要になるのか。 

 

学校教育監  理療科の教員免許を取得できる学校が限られており、定員も大体２０名ぐら

いなので、確保することが難しい状況である。それで、特別選考の所でその

教員としてふさわしい方を選考していきたい。 

 

西野委員   採用された場合は、ずっと盲学校に勤務することになるのか。 

 

学校教育監  そうである。現在、理療科の教員が７名前後いるが、定年等で辞めていく方

もいるので、その分の補充ということで採用する。 

 

西野委員   盲学校を見学した際に、特殊な指導が必要であることが分かった。なかなか

一般的な大学で資格を取得することは難しいので、受験してくれる方も少な

いし、確保することも難しいと思う。 

 

学校教育監  受験する方がいてくれると良いのだが、他県からも声はかかると思うので、

今年何とか採用できるようにしていきたい。 

 

山本委員   前年度１次試験を合格した講師は次年度以降１次試験免除となっているので、
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元年度の１次試験合格者は今年受験しなくて良いのか。 

 

教職員課長  昨年度の採用試験で１次試験を合格した方に対して、今年度の１次試験が免

除になることを３月に再通知している。 

 

学校教育監  １次試験の免除は、昨年の１次試験合格者からということになっている。  

 

教育長    昔は、試験勉強のために講師を受け持ちたくないという方もいた。それを、

少しでも無くし、講師としてしっかり働いてもらいたいというねらいもある。  

 

西野委員   英語以外のポルトガル語、スペイン語、ベトナム語、中国語について、これ

は語学に関しての試験をするのではなく、資格の確認になるのか。 

 

教職員課長  それぞれの語学の資格を持っている方が対象となる。 

 

西野委員   面接の時に、それぞれの言葉で話さないといけないのか。 

 

教職員課長  資格取得の証明書を付けることになるが、こういう状況なので、検定試験が

どうなるのか分からない状態である。 

 

教育長    職業系の国家試験も先送りされており、就職にも影響するので困っている。 

 

教育長    第１号議案について、原案に対する異議の有無を確認  

 

――――原案どおり可決―――― 

 

 

◎協議・報告事項 

 

（１）令和２年度福井県立高等学校入学者選抜学力検査の結果について 

 

森下委員   英検加点で入学した生徒の英語の授業での様子について教えてほしい。  

 

副部長（高校教育） 英語学習については、３年間の計画の中で学校ごとに目標を設定した上で

指導にあたっている。英検やＧＴＥＣの取得については、高校３年間で学年

ごとにデータを見ながら分析して指導している。 

 

学校教育監  加点を始めた１年目の生徒は現在の高校３年生にあたるが、それまでの学年

に比べると英語の発表などに積極的に取り組んでおり、英語で話せるように

なっていると何人かの校長先生から聞いている。 

 

森下委員   授業レベルで英語に対して主体的に取り組めるように、各学校で工夫して生

徒の力を伸ばしてほしい。また、英検を受験する生徒数や合格率に、地域に

よって差が出ないように気を付けてほしい。 

 

学校教育監  中学校での英語の状況を高校も引き継いで連携して３年間で任せるように、
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市町や中学校にも協力をお願いしていきたい。 

 

副部長（高校教育） 英語の外部検定試験を１回無料で受験できる制度も継続している。 

 

教育長    ただし、高校が大学の共通テスト対策としてＧＴＥＣを意識しているので、

できれば中学校から無料でＧＴＥＣを受けてもらって、中学校から高校まで

の点数の推移等を見られるようにしていきたい。ＧＴＥＣでの点数が英検で

は何級に相当するのかが分かる換算表もあるので、それで判断もできるよう

になっている。 

 

原委員    外国人生徒等特別選抜で、当初想定していた越前市の子供たちがあまり受験

しなかった理由について、何か分かっていることはあるのか。 

 

副部長（高校教育） この制度が出来た時期が年度途中であまり周知できなかったということ、

工業高校や商業高校で資格を取って就職に結びつけてほしかったのだが、実

習などに躊躇したり、大丈夫だろうかと不安を感じたりして、最終的に出願

しなかったという生徒もいたという話を中学校の校長先生からは聞いている。   

それから、先輩たちが武生高校の定時制にいたりするとそちらのイメージ

で最終的に判断したのではないか、というような意見も聞いている。これら

の意見を踏まえて、学校や生徒への周知も工夫していきたい。 

 

教育長    武生商工高校は、初めての受験で先輩がいないこともあり、そのことも影響

している。 

 

 

（２）令和２年３月県立高等学校卒業者の就職状況について 

 

教育長    ９月１６日から解禁になるのだが、６月、７月になるとどれぐらいの求人が

あるか分かる。去年は、工業高校で１０倍近い所もあり、今年も１倍を割る

ことはないと思う。大手に聞いてみると、高校生をしっかり確保したいとい

う企業もある。一方で、少し絞りたいという企業も聞いている。 

 

山本委員   美方、若狭東、奥越明成の県外就職希望が多いのは、何か理由があるのか。 

 

副部長（高校教育） 美方や若狭東は、京都、大阪にも近いので、例年関西方面で就職する生徒

も多いらしい。 

 

学校教育監  奥越明成は石川で就職する生徒も多く、岐阜方面で就職する生徒もいる。  

 

副部長（高校教育） 関西電力など就職者先が県外の企業だと県外でカウントされることになる。

また、美方の食物科では、県外のホテルや飲食業に就職する生徒が多い。 

 

学校教育監  奥越明成の福祉コースの生徒で、県外の福祉関係の企業に就職する生徒もい

る。 

 

西野委員   来年の就職に関して、業種によって状況は変わってくると思う。特定の就職
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先で求人が減ったりすると、しっかりサポートする必要がある。今までは漏

れなく就職できていたところも、突然シャットアウトされる場合もあるので、

生徒のためにも県として早めに動向を見極められるように努力してほしい。 

 

教育長    ７月下旬から８月上旬に企業見学を例年実施している。求人数が出てくれば、

生徒はそれに応じて見学したい企業を選ぶことができるのだが、６月後半ぐ

らいになってくると求人数も見えてくると思う。また、２年生の時に大体の

生徒はインターンシップを受けており、その時の経験で就職先を考えている

生徒もいる。 

辛いのは、資格試験が先送りされていることと、スポーツの得意な生徒が

成果を発揮できないと就職で不利になってしまうことである。１、２年生の

時に大会等で頑張っていれば、それは成果として伝えられると思う。 

 

学校教育監  資格については、試験が無かったということを企業に理解してもらえるよう

にしたい。 

 

 

 

教育長    日程第２、第２号議案を議題 

 

副部長（高校教育） 資料に基づき説明 

 

教育長    第２号議案について、原案に対する異議の有無を確認 

  

――――原案どおり可決―――― 

 

 

教育長    日程第３、第３号議案を議題 

 

副部長（高校教育） 資料に基づき説明      

 

教育長    第３号議案について、原案に対する異議の有無を確認 

  

――――原案どおり可決―――― 

 

 

教育長    日程第４、第４号議案を議題 

 

義務教育課長 資料に基づき説明        

 

教育長    第４号議案について、原案に対する異議の有無を確認 

  

――――原案どおり可決―――― 

 

 

教育長    日程第５、第５号議案を議題 
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義務教育課長 資料に基づき説明        

 

教育長    第５号議案について、原案に対する異議の有無を確認 

  

――――原案どおり可決―――― 

 

 

教育長    日程第６、第６号議案を議題 

 

義務教育課長 資料に基づき説明 

 

教育長    第６号議案について、原案に対する異議の有無を確認  

 

――――原案どおり可決―――― 

 

 

◎協議・報告事項 

 

（３）令和２年度教育委員会関係表彰について 

     ・優良ＰＴＡ表彰 

 

 

（４）令和２年度スクールカウンセラーおよびスクールソーシャルワーカー感謝状贈呈該当 

者について 

 

 

（５）学校業務改善について 

 

 

（６）新型コロナウイルス感染症対策について 

 

 

 

教育長    本日の会議の終了を宣言 

 

 

 

６ 閉会宣言 午後５時００分 

 

                   


